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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年2月20日(2014.2.20)

【公開番号】特開2013-178802(P2013-178802A)
【公開日】平成25年9月9日(2013.9.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-049
【出願番号】特願2013-91532(P2013-91532)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５３５Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ２３０Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    １７０Ａ
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５７０Ｒ
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５４５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月6日(2014.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント端末と通信可能に接続された文書管理装置であって、
　文書毎に、文書と該文書を閲覧済みであることが識別可能な情報とを一意に対応づけた
文書データを記憶する文書記憶手段と、
　前記識別可能な情報は、文書を閲覧したユーザ情報であって、
　前記クライアント端末から、閲覧済みの文書を表示すべく、ユーザ情報を含む前文書表
示要求を受信する前文書表示要求受信手段と、
　前記前文書表示要求を受信した場合に、前記文書記憶手段が記憶する文書データの中か
ら、１つの文書データを既読文書として選択する既読文書選択手段と、
　前記文書記憶手段が記憶している前記既読文書選択手段が選択した１つの文書データに
一意に対応づけられた前記識別可能な情報と、前記前文書表示要求に含まれているユーザ
情報とが一致するかいなかを判定する第１の既読ユーザ判定手段と、
　前記第１の既読ユーザ判定手段の判定結果が一致すると判定した場合に、前記既読文書
選択手段が選択した１つの文書データを、前記前文書表示要求を受信したクライアント端
末に表示指示する文書データとして決定する既読文書決定手段と、
　を備えることを特徴とする文書管理装置。
【請求項２】
　前記文書データが記憶している文書が閲覧された場合に前記クライアント端末から受信
した前記ユーザ情報を、前記識別可能な情報として前記文書データが記憶する文書に対応
づけて登録する登録手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の文書管理装置
。
【請求項３】
　クライアント端末と通信可能に接続された、文書毎に、文書と該文書を閲覧済みである
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ことが識別可能な情報とを一意に対応づけた文書データを記憶する文書記憶手段を備える
文書管理装置の制御方法であって、
　前記識別可能な情報は、文書を閲覧したユーザ情報であって、
　前記文書管理装置の前文書表示要求受信手段が、前記クライアント端末から、閲覧済み
の文書を表示すべく、ユーザ情報を含む前文書表示要求を受信する前文書表示要求受信工
程と、
　前記文書管理装置の既読文書選択手段が、前記前文書表示要求を受信した場合に、前記
文書記憶手段が記憶する文書データの中から、１つの文書データを既読文書として選択す
る既読文書選択工程と、
　前記文書管理装置の第１の既読ユーザ判定手段が、前記文書記憶手段が記憶している前
記既読文書選択工程が選択した１つの文書データに一意に対応づけられた前記識別可能な
情報と、前記前文書表示要求に含まれているユーザ情報とが一致するかいなかを判定する
第１の既読ユーザ判定工程と、
　前記文書管理装置の既読文書決定手段が、前記第１の既読ユーザ判定工程の判定結果が
一致すると判定した場合に、前記既読文書選択工程が選択した１つの文書データを、前記
前文書表示要求を受信したクライアント端末に表示指示する文書データとして決定する既
読文書決定工程と、
　を含むことを特徴とする制御方法。
【請求項４】
　クライアント端末と通信可能に接続された、文書毎に、文書と該文書を閲覧済みである
ことが識別可能な情報とを一意に対応づけた文書データを記憶する文書記憶手段を備える
文書管理装置で読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記識別可能な情報は、文書を閲覧したユーザ情報であって、
　前記文書管理装置を、
　前記クライアント端末から、閲覧済みの文書を表示すべく、ユーザ情報を含む前文書表
示要求を受信する前文書表示要求受信手段と、
　前記前文書表示要求を受信した場合に、前記文書記憶手段が記憶する文書データの中か
ら、１つの文書データを既読文書として選択する既読文書選択手段と、
　前記文書記憶手段が記憶している前記既読文書選択手段が選択した１つの文書データに
一意に対応づけられた前記識別可能な情報と、前記前文書表示要求に含まれているユーザ
情報とが一致するかいなかを判定する第１の既読ユーザ判定手段と、
　前記第１の既読ユーザ判定手段の判定結果が一致すると判定した場合に、前記既読文書
選択手段が選択した１つの文書データを、前記前文書表示要求を受信したクライアント端
末に表示指示する文書データとして決定する既読文書決定手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】文書管理装置、およびその制御方法とプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本願発明は、管理されている文書を複数人の協同作業で閲覧する場合に、閲覧済みの既
読の文書を優先的に表示できる仕組みを提供することを目的とする。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本願発明は、クライアント端末と通信可能に接続された文書管理装置であって、文書毎
に、文書と該文書を閲覧済みであることが識別可能な情報とを一意に対応づけた文書デー
タを記憶する文書記憶手段と、前記識別可能な情報は、文書を閲覧したユーザ情報であっ
て、前記クライアント端末から、閲覧済みの文書を表示すべく、ユーザ情報を含む前文書
表示要求を受信する前文書表示要求受信手段と、前記前文書表示要求を受信した場合に、
前記文書記憶手段が記憶する文書データの中から、１つの文書データを既読文書として選
択する既読文書選択手段と、前記文書記憶手段が記憶している前記既読文書選択手段が選
択した１つの文書データに一意に対応づけられた前記識別可能な情報と、前記前文書表示
要求に含まれているユーザ情報とが一致するかいなかを判定する第１の既読ユーザ判定手
段と、前記第１の既読ユーザ判定手段の判定結果が一致すると判定した場合に、前記既読
文書選択手段が選択した１つの文書データを、前記前文書表示要求を受信したクライアン
ト端末に表示指示する文書データとして決定する既読文書決定手段と、を備えることを特
徴とする。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、前記文書データが記憶している文書が閲覧された場合に前記クライアント端末か
ら受信した前記ユーザ情報を、前記識別可能な情報として前記文書データが記憶する文書
に対応づけて登録する登録手段をさらに備えることを特徴とする。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本願発明により、管理されている文書を複数人の協同作業で閲覧する場合に、閲覧済み
の既読の文書を優先的に表示できる仕組みを提供することが可能となる。
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